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　昭 和 6ユ年 1月 か ら平 成 8年 1月 ま で の 10年 間 に徳 島

大学歯学部附属病院矯正 科 を受 診 した患 者 2235 名 の う

ち，埋伏 永 久 歯 と診 断 さ れ た 患 者 2  7名 （全 矯 正 患者数

の 9．3％ ）269 歯 に つ い て 実態調 査を行
．
い ，以 下 の 結果を

得た 、

　 1、埋 伏歯 の 部 位 別 発現 頻 度 は，ヒ顎 前歯部 で 高 く，

特 に 上 顎 犬 歯 で 右 側 18．2％，左 側 17，0％ と 最 も高か っ

た．下 顎 で は，第二 小 臼歯で 右側 4．1％，左側 6．2％ と 高

か っ た ．

　2 ．埋 伏歯 所 有者 の 歯 数別 分 布 に つ い て は，1 歯埋 伏

が 74．4％ と最 も多 くみ られ た ，また，2歯埋伏 の う ち 約

50％ は 両側性 に み ら れ た ．

　3 ．反 対咬 合，空隙歯 列 で は，埋伏 歯 所 有者 と全 患 者

との 分 布状態 に 有意差 が み られ た が，そ れ 以外 の 各種不

正 咬 合 お よ び 骨 格性 分 類 に お い て 差 は み ら れ な か っ た ，

し か し，埋伏歯 に 隣接す る歯 の 位 置 異常 は 高頻 度 に 認 め

ら れ た．

　 4 ．上 顎 中 切 歯 埋 伏 方 向 は，逆 生 が 64．4％，順 生 が

35．6％ を 占め た ．歯根彎曲度 は，0
」〜30

’
の もの が 56．3％

と最 も多 くみ られ た．

　 5．埋 伏歯 の 原 因 と し て，前歯 部 で は 歯胚 の 形 成 ・萌

出 方 向異 常に よ る も の が 39．2％ と最 も 多 く，臼 歯 部 で は

萌出余地不足 に よ る もの が 59．2％ と 最 も多 くみ ら れ た．

　 6．埋 伏歯 の 処 置 と し て，前歯 部 で は，開 窓 ・牽引 を

行 っ た 症例が 59，1％ と最 も多 くみ られ た ．臼 歯部 で は，

抜歯 を 行 っ た 症例が 42．9％ と最 も多 くみ られ た．

　　　　　　　 （日矯 歯 誌 　56 （3）：ユ85〜192 ，1997 ）

Astatistical　and 　clinical 　investigation

on 　orthodentic 　patients　with 　impacted

teeth 　at　Tokushima 　University　Dental

　　 Hespital　for　the　past 　10years

　Astatistical　and 　clinical 　investigatiorl　was 　carried

out 　oll　2D70rthodontic　patients　with 　irrlpacted　pern ユa −

nent 　teeth　 who 　had　 visited 　the　Department 　 of 　Orth−

odcmtics 　 at 　Tokushima 　 University　 Dental　 Hospital

over 　the　10−year 　period 　from　Jalluary　l986　to　January

l996．

　 The 　results 　were 　as 　foll〔〕ws ：

　 1 ．The 　hjghest　incidence　in　terms　 of　location　 of

irnpacted 　teeth　was 　the 　upper 　canines 　（r
−
s　18．2％．1−s

l7．0％ ）．

　 2 ．The 　patients 　with 　a　single　impacted　tooth

showed 　the　highest　incldence（74．4％），

　 3 ．　In　anterior 　crossbite 　and 　spaced 　arch ，　the

patients　with 　hnpacted　teeth　hadsignificant　difference

from　aU 　patients．　There 　was 　no 　significant 　difference

between　the 　presence　of 　impacted　teeth　and 　skeletal

classification ．　 1）ental 　displacements 　 adloined

lmpacted　teeth　were 〔，bserved　high　frequently．

　 4 ．　V 厂ith　respected 　to　the　dire⊂tiGn　of 　the　long　axis

of 　the　impacted　teeth ，　the　inverse　direction　 was 　the

rrlost　frequent　in　maxillary 　central 　incisors　（64．4％）．

As　for　the　root 　axis 　inclination，　the　range 　from　O　to　30

degrees　 was 　the　 nlost 　frequent （56．3％）．

　 5 ，The 　major 　cause 　of 　impacted　teeth　was 　abnor ・

mality 　 of　the　dental　germ 　in　the　 anterior 　region （39．

2％）and 　lack　of　space 　in　the　posterior　region （59．2％）．
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　6 ，0f　the　impacted　teeth　in　the　anterior 　region ，59．　　those　in　the　posterior　region ，42．9％ were 　extracted ．
1％ were 　exposed 　and 　orthodontically 　erupted ，　and 　of 　　　　　　　（J．　Jpn．　Orthod．　Soc．56 （3）：185 〜192 ，1997 ）

緒 言 調 査 項 目

　矯 正 臨床 に お い て ，し ば し ば 埋 伏歯を伴 う不正咬合

症 例 を経験 す る ．石川 ら
ユ｝に よれ ば ， 歯 の 埋 伏 ま た は完

全埋 伏 と は，一
定 の 萌出時期 を過 ぎて も歯冠 が萌出し

な い で ，口 腔粘膜下 また は顎骨内 に 隠れて い る状態 で

あ る ．

　埋 伏歯 に よ る歯，歯列，顎骨 の 発育 に対 す る障害お

よ び咬合の成立 に 及 ぼ す影響 は 少 な くない とい わ れ て

い る
2〕．ま た，埋伏歯が歯根を圧迫 して い る場合 に は す

で に 萌出 し て い る 歯 の転位 を き た す こ とが あ り，埋 伏

歯が 周囲 の 歯の 根 に 接触 し て い る場合 に は そ の 部 に 吸

収 を きた す こ とが 多い とい わ れ て い る
1）．したが っ て，

埋伏歯 の 萌出誘導を行 い 咬合 に 参加 させ る こ と は，咀

嚼効率 上 あ る い は 成長途上 の 若年者 の 顎骨 の 発育，隣

接歯へ の 悪 影 響 の 除去 の た め に 有効 で は な い か と考 え

られ る．従来，埋伏歯 を伴う不 正 咬合 の 治療に お い て ，
埋 伏歯 を 抜歯 あ る い は牽引誘 導 す る こ とが

一
般 に 広 く

行 わ れ て き た が ，最近，再植手術 に よ る処置方 法 も報

告 され て お り
3−−5），個 々 の 症 例 に よ り治療方針 を 十分 に

検 討す る 必要 が あ ろ う．埋 伏歯 を伴 う不 正 咬合患者 の

実 態 を把握す る こ と は 矯正臨床上，有意義な こ とで あ

る と考 え ら れ る の で，昭和 61 年 1 月か ら 平成 8 年 1 月

ま で の 10年間 に 徳島大学歯学部附属病院矯正科 を受

診 した 患者 に つ い て，埋伏歯に関す る調査 を 行 っ た．

調査資料および方法

　昭和 61 年 1 月か ら平成 8年 1月 ま で の 10年間 に 1

徳島大学歯学部附属病院矯正 科 を受診 した患者の うち

口 唇裂 口蓋裂 を 伴 う患者を 除外 した 2，235名 を調査対

象 と した ．診査 に は，問診 　口腔内診査，模型 診査 ，
お よ び デ ン タ ル X 線写真，咬合型 X 線写真，パ ノ ラ マ

X 線写真，側面位頭部 X 線規格写真 に よ る X 線学的診

査 を併用 して 行 っ た．過剰歯，第三大臼歯の 埋 伏 は 調

査 対 象か ら除外 し た．

　埋 伏歯の 判定 は，標準萌出時期，歯 の 形態 と位 置 ，

歯冠軸方向，萌出余地，歯根完成度よ り行 っ た ．ま た ，

永原 ら
2）
の 定義 に 従 い ，以

一
ドに 示 す 条 件 の 萌 出 遅 延 の

もの は，す べ て 埋 伏歯 と し た ．

　 1 ．当該歯 の 後 に 萌 出す る歯 が 既 に 萌出完了 し て い

る 場合

　 2 ，当 該 歯 の 萌 出 同 名 歯 の 歯 根 完 成 度 が

Moorrees6 〕
の R3／4以 上 の 場合

　以下 の 9項 目に つ い て 調査 を行 っ た．

　 1 ．埋伏歯 の 部位別 発 現 頻度

　 全埋 伏歯 を部位別 に 分類 した．

　 2 ．埋伏歯所有者の歯数別分布

　埋伏歯所有者 を男女別 に，1歯埋 伏， 2歯埋 伏， 3

歯 埋 伏，多数歯 埋 伏 に 分類 した．

　 3 ．埋伏歯所有者 と全患者の 不 正 咬合 の 分布

　不正咬合 の 分類 は須佐美 らη
の 方法 に 準 じ，上 顎前

突 （オ
ーバ ージ ェ ッ ト 6mm 以上），反対咬合 （連続す

る 3 歯 以．i二の 前歯が 逆被蓋 を 示 す も の ），切端咬合，叢

生 〔犬歯 を含む 6前歯 の 配列状態 か ら個 々 の 歯 の 位置

異常 が 数歯 に わ た っ て 連続 して 起 こ っ て い る もの ），開

咬，空隙歯列 （前歯 の 歯間 に連続 し て 4 カ所 以 上 に わ

た り空 隙 を有 す る もの
2
り，そ の 他 に 分類 し た ．な お ，

同
一

患者で 2 種類 以．ヒの 不 正 状 態 を 有 して い る 者 は 全

て 選択 した ．

　 4．埋 伏歯所有者 と 全患者 の 骨格性分類

　側 面 位 頭 部 X 線規格写真 よ り ANB 角を計測 し，和

田 ら
s｝
の 標準値を基 に ，1SD 内に あ る もの を 骨格性 1

級，1SD を超 えて 大 き い もの を骨格性 2級，1SD を超

え て小 さ い もの を骨格性 3 級 と定義 し分類 した．

　 5．埋伏歯に隣接す る歯 の 位置異常

　初診時資料採得時 の 研究用模型 よ り埋 伏歯の 近 遠心

側隣接歯 の 近遠心傾斜，唇 舌的転位，捻転 に つ い て 調

査 を行 い ，同
一・埋 伏歯 に 2 つ 以上 の 位置異常を有 して

い る場合 は 全 て 選 択 した．

　 6．上 顎中切歯 の 埋伏方向別頻度

　側面位頭部X 線規格写真 に よ り上 顎埋伏中切歯 の 歯

冠軸 （歯 の 解剖学的歯頸部 の 唇舌 ま た は 近遠心 の 中点

を通 り切端 に い た る 軸）の 口 蓋平面 に 対 す る角度 よ り，
逆生 （180

°
以上 ）、順生 （18 

゜
以下，唇側傾斜 ・舌

側傾斜 を含 む ） に 分類 した （図 1 ）．

　 7 ．上顎埋伏中切歯歯根 彎 曲 度別 歯数 と頻 度

　歯根 の 中央 を通 る 線 と歯冠軸 と の 交点 と，歯 根 尖 を

結 ん だ 線 を 歯根軸 と し，歯冠軸 と 歯根軸 と の 成 す 角度

を歯根彎 曲度 と した．彎 曲 度 を 0〜30°，31〜60D ，
61〜90

°
，91〜120

°
に 分類 し た （図 1 ）．

　 8．埋 伏歯 の 原 因別頻度

　石川 ら
1）の 分類 に 準 じ ， 問診，口 腔内診査 お よ び X 線

学的診査 よ り，埋伏歯の歯胚 の 異常 （形成
・
萌出方向

異常），萌出余地不足，他歯 （過剰歯・多数歯埋伏）に

よ る萌出障害，骨・粘膜 の 肥厚，乳歯 の 根尖病巣，Fo1−

licular　cyst ，　Odontoma ，外傷 骨性癒着，原因不明 の

10項 目に 分類 した．

　 9．埋 伏歯 の 処置別頻度

N 工工
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　 図 1 埋 伏歯の 歯冠軸角 ・歯根彎曲度

　歯冠軸角は，側面 位頭部 X 線規格写真に よ

り上 顎 埋 伏 中切 歯 の 歯 冠軸 （歯の 解剖 学的歯

頚部 の 唇舌 また は近遠心 の 中点を通 り切端 に

い た る 軸）の 口 蓋平 面 に 対 す る 角度 を示 し，
歯根 彎曲 度は，歯根 の 中央 を通 る線 と歯冠 軸

との 交点 と根尖 を結ん だ線 を歯根軸 と し，歯

冠軸 と歯根軸 との 成す 角度 を示す，

　 埋 伏歯 の 処 置法 に つ い て 次 の 7 項 目に 分類 し，調査

し た．

　 1 ）経過観察 ：初診時 よ り特 に 処置 を行 わ な か っ た

症例．

　 2 ）原因除去後経過観察 ：埋 伏原因 と考え ら れ る事

項 に対 し処置 を行 っ た 後，経過観察 を した 症例．

　 3 ）開窓 ・牽引 ：埋伏歯 の 開窓 に 加 え，萌出余地 の

確保 を しつ つ ，積極的 に 矯 正 力 を加 え て 牽引 し た 症例．

　 4 ）開窓 ・牽引後移動 が み られ な い た め，亜脱 臼 ・

抜歯 ・補綴を行 っ た 症例，

　 5 ）抜　歯

　 6 ）未処置

　 7 ） そ の 他 ：開窓 ・牽 引後，予後不良 と判断 さ れ た

た め 抜歯 を行 っ た 症例，患者 の 希望 に よ り治療 を 中断

し た症 例等

　な お，統計処理 方法 は，左右別お よ び埋伏歯所有者

と 全患者 の 骨格性分類 に つ い て κ
2
検定 を，埋伏歯所有

者 と全患者の 各種不 正 咬合 に っ い て t 検定を 用 い た．

結 果

　初診 時 に 埋 伏永 久 歯 と診 断 さ れ た 患 者 は 207名 269

歯で，口 唇裂口 蓋裂を除外 し た 矯正 科受 診患者総数

2 ，235 名 に 対 す る 比 率 は 9，3％で あ っ た．埋 伏歯所有者

207名 の 内訳 は ， 男子 80名 ， 女子 127名で あ っ た．

　 1 ．埋伏歯の部位別発 現 頻度

　埋伏歯 の 部位別発現頻度 は上顎前歯部 に 高 く，特 に

上 顎犬歯 で 右側 18．2％，左 側 17．0％ と高か っ た ．次 い

で ， 中切歯で右側 8．3％， 左側 10．5％， 第二 小 臼歯で

右側 9．8％，左側 6．9％ と発現頻度 は高 くな っ て い た．

下顎 に お ける 発現頻度 は，第 二 小臼歯 で 右側 4．1％，左

側 6．2％ ， 次い で第
一

小 臼歯で右側 2．5％，左側 2．5％

で あ っ た（表 1）．また，埋伏歯 の 左右側別 に つ い て 有

意差 は み られ な か っ た ．

　 2 ．埋伏歯所有者の歯数別分布
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　 1歯 の み の 埋伏 が 全体 の 74．4％を占め 最 も多 く，2

歯埋伏 が 22，7％， 3歯 埋 伏 が 2．4％ ， 多数 歯埋 伏 が

0，5％ を占め て い た （表 2）．な お， 2歯埋伏の うち，

両 側 の 同 名 歯 に 現 れ た も の は 47 症 例 中 24 症 例

（51．1％） で あっ た．

　 3．埋 伏歯所有者 と全患者の 不正 咬合の 分布

　埋 伏歯 所 有 者 の 不 正 咬合 の 内訳 は，叢生 108 名

（45．2％），反対 咬合 42名 （17．5％），上 顎 前突 35名

（14．6％），空 隙 歯 列 14名 （5．8％），切 端咬 合 12名
（5，0％），開咬 11名 （4．6％〉で あ っ た ．

　全患者 の 不正咬合 の 分布状態 は，叢生 38．8％，上 顎

前突 18．5％，切端咬合 3，7％，開咬 4．1％ と埋 伏歯所有

者 の 分布状態 と 同様 の 傾向 が み られ た．な お，反対咬

合 と空 隙歯列 に お い て は，埋 伏 歯所有者 と 全患者 と の

分布状態 に 有意差 が み られ た （図 2 ）．

　 4 ．埋 伏歯所有者 と全 患 者 の 骨格性 分 類

　埋 伏 歯 所 有 者 の 骨 格 性 分 類 は，骨 格 性 1 級 が

38，7％， 2 級 が 28．6％， 3 級 が 32，7％ を 占め て い た ．

全 患者 に っ い て は，骨 格 性 1 級 が 45．3％， 2 級 が

21．3％ ， 3級 が 33．4％ を占め て い た （表 3 ），埋伏歯所

有者 と全患者 との 分布状態 に 有意差 は み られ な か っ

た．

　 5 ．埋 伏歯 に 隣接 す る 歯 の 位置異常

　表 4 に 示 す よ うに ， 上 顎前歯部の 埋伏 に よ り隣接す

る近 心側 の 歯 の 傾斜 が 68．0％，遠心側 の 歯 の 傾斜 が

78．9％，お よ び近心側 の 歯 の 唇舌的転位 が 57．0％ に み

られ た．下顎前歯部 の 埋 伏 に つ い て は，症例数が少な

い が 近心側 の 歯 の傾斜 が 5  ，0％，遠心側 の 歯 の 傾斜 が

62 ．5％ に み ら れ た．上 顎臼歯部 の 埋 伏 に つ い て は，近

心側 の 歯 の 傾斜が 92．7％，遠心 側 の歯の傾斜 が 97．6％

と高頻度 に み られ，遠心側 の 歯 の 捻転 も 92．7％ と高 い

値 を示 した．下顎臼歯部 の 埋伏 に つ い て は，近 心 側 の

歯 の 傾斜 が 88．6％，遠心側 の 歯 の 傾斜が 94．3％ に み ら

れ た ，ま た．全埋伏歯 の うち 57歯 （21 ，2％）に は，隣

接歯 の 位置 異 常が み られ な か っ た ．

　 6 ．上 顎中切歯 の 埋 伏方向別頻度

　側面位頭部 X 線規格写 真 よ り，歯冠 の 唇側面 が 口蓋

側 に 向 い て い る 3症 例，近遠 心 的 に 水平 な位置 に 埋 伏

し て い る 2 症例 を除 い た 45 症例 に つ い て 上 顎 埋 伏 中

切 歯 の 計測 を行 っ た 結果 、逆 生 埋 伏が 29歯 （64．4％〉，

順 生 埋 伏 が 16 歯 （35．6％）に み ら れ た ．逆生 埋 伏 の な

か で ，最 も角度 が 大 き か っ た もの は ，234 度 を示 し て い

た （図 3， 4 ）．

　 7，上 顎 埋 伏中切 歯歯根彎曲度別歯数 と頻度

　表 5 に示 す よ うに，0〜30
°

の 彎曲 を示すもの が 27

歯 （56．3％）と最 も多 く，31〜60＝，61〜90°の 彎曲

を示 す もの が そ れ ぞ れ 1  歯 （20．8％ ），91〜120e の 彎

曲 を示 す もの が 1歯 （2．1％） に み られた．

　 8 ，埋伏歯 の 原因別頻度

　埋 伏歯の 原 因 と して，前歯部 の 埋 伏 で は，歯胚 の形

成異常，萌出方向異常を含 め た 歯胚 の 異常 に よ る もの
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表 1 埋 伏 歯 の 部 位 別 発現 頻 度

上 顎

埋 伏歯数 に

対 す る 比 率

　 ％

0

（0）

0．4

（1）

9，8

（27＞

1．1

（3）

182

（49）

2．2

（6）

8．3

（23）

10．5

（29）

2．2

（6）

17 ，0
（47）

1．5

（4）

6．9
（19）

0

（0）

0

（0＞

部　位 76543211234567

下 顎

埋 伏 歯数に

対 す る比 率

　 ％

o

（D）

O．4
（1）

4．1

（ll）

2．5
〔7）

L4
（4）

0

（o）

0

（0）

0．4

（1）

0

〔o）

2．2

（6）

2，5

（7）

6．2

（17）

0，4

（1）

 

（  ）

（ ） 内 は，部位 別埋 伏 歯数 を示 す．

表 2 埋伏歯所有者の 歯数別分布

　 歯数％

性別
1歯 2 歯 3 歯 多数 歯

男　 子
77．5

（62）
20．（1

（16）

2．5

（2）

0

（  ）

女 　子
　　　 172

、4

（92）
24．4

（31＞
2，4

（3）
0．8

（1）

　 　 　 　 74．4
計
　 　　．（154）

22，7
（47）

2．4
（5）

0．5

（1）

表 3　埋 伏 歯 所 有者 と全 患者 の 骨 格性 分 類

埋 伏歯 所 有 者 （％） 全患 者 （％）

骨 格 性 1級 38．7 45 ．3

骨 格性 2級 28．6 21．3

骨格性 3級 32．7 33．4

（ ） 内 は，歯 数別 埋 伏 歯所 有者 数 を示 す 。

上 顎 前 突

反 対 咬合

切 端 咬 合

生

咬

叢

開

空 隙 歯 列

　 そ の 他

0 　 10 　　　　　　　20 　　　　　　　30 　　　　　　　40

埋伏歯所有者あ る い は 全患者 に 対す る 比率 （％ ）

　 　 50

★ P ＜ 0．Ol

図 2　埋 伏歯所 有者 と全患者の 不 正 咬合の 分 布

が 最 も多 く 67歯 （39．2％），次 い で Follicular　cyst に

よ る もの が 31 歯 （18．1％〉，萌出余地不足 に よ る もの

が 19歯 （11．1％）に み られ た．臼歯部 の 埋 伏 で は，萌

出余地 不 足 に よ る もの が 58歯 （59．2％ ），歯 胚 の 異 常

に よ る もの が 21 歯 （21．4％） に み ら れ た （図 5 ＞．

　 9 ，埋 伏歯 の 処 置別頻 度

　図 6 に 示 す よ うに ，埋伏前歯の 処置 に つ い て は ， 開

窓・牽引 を行 っ た症例 が 101 歯 （59．1％〉 と最 も多 く，

抜歯 を 行 っ た 症例 が 19歯 （11．1％），原因除去後経過

観 察 を 行 っ た 症 例 が 18 歯 （10．5％ ）に み られ，未処置

の 症例 は 15歯 （8．8％〉 で あ っ た ．埋 伏 臼 歯 の 処置 に

っ い て は，抜歯 を行 っ た 症例が 42 歯 （42．9％）と 最も

多 く，原 因 除 去 後 経 過 観 察 を 行 っ た 症 例 が 29歯

（29．6％），開窓 ・牽引を行 っ た 症例が 13歯 （13．3％）

に み られ た ．
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表 4 埋 伏歯 に 隣 接 す る 歯 の 位 置異 常

亠　　　　　　　　　　止
目rJ　 　 　 困 臼 　 　 　歯

上 　顎 （128） 下 　顎 （9） 上 　顎 （41｝ 下　顎 （35）

近 心側 遠 心 側 近 心側 遠 心側 近 心 側 遠 心側 近 心 側 遠 心側

近 遠 心 的傾 斜
87

（68．0）

101

（78．9）

　 4

（50．0）

　 5

（62．5＞

38

（92，7）

　 40

（97．6）
31

（88．6）

33

（94．3）

唇 舌 的 転 位
　 73

（57．0）
　13

（10．1）

　 1

（12．5）
0

（  ）

　 1

（2，4）
0

（  ）

　 1

（2，9）

0

（0）

捻　　　　転
11

（8．6）

　 22

（17．2）

0

（0）

　 1

（12．5）

　18

（43．9）

38

（92．7）

0

（0）

　 1

（2．9）

（ ） 内は，各都 の 埋 伏歯に 対す る比率 （％）

〔　）内は，全埋 伏 歯数 を 示 す．

を示 す．

図 3　上顎中切歯の 埋伏方向別

　　　頻 度

表 5 上 顎埋 伏中切歯歯根彎曲度別歯数 と頻度

彎曲度 歯数
全埋 伏中切歯 に

対 す る比 率 （％ ）

O
’〜 3α 27 56．3

3r 〜 60
』

1D 20．8

6r〜 90° 10 20．8

91
”〜120

囗
1 2．1

計 48 ユ00

考 察

1 ．埋伏歯 の 部位別発現頻度 と歯数別分布

　埋 伏歯 の 部位別発現頻度 に つ い て ，本調査 で は，尾

崎 ら
y｝，村越 ら

1°〕，竹下 ら
’ 1）と同様，上 顎犬歯部 で 最 も

高か っ た．Barden12 ｝，中野 ら
13 ）

， 井上 ら
ユ4 〕は ， 智歯を

含 め た 調査 を行 っ て い る が 上顎犬歯の 埋伏が 上 下顎智

歯 の 次 に 多 い と報告 して い る．また ，永原 ら 2〕，藤岡 ら 15｝

は，上顎 中切歯の発現頻度が最も高い と報告 して い る．

そ れ 以後 の順位 は 本調査 と同様，上 顎犬歯に 次 い で 上

顎中切歯，上顎第 二 小臼歯 が 高 い 発現頻度 を示す とい

う報告 が 多 くみ られ た．

ロ蓋平面 183°

55
国

　 　 　 　 　 　 72囗

　　　図 4 上 顎中切歯の 埋伏範囲

　 お の おの の 角度 は，側 面 位 頭部 X 線規 格

写真に よ り上顎中切 歯 の 歯冠軸 の ロ 蓋平 面

に 対す る 角度 を示す．183e〜234eの 逆生 埋

伏，72
°〜155eの 順生埋伏以 外の 部分 は埋伏

歯の 存在 しな か っ た範囲 を示 す．

　埋 伏 歯所有者 の 歯数別分布 に つ い て ，本調査 で は，

1歯埋伏 が 74．4％ と最 も多 く、永原 ら
2｝
の 調査 と同様

の 結果 で あ っ た．尾崎ら
9），藤岡 ら

15 ）は，智歯を含ん だ

調査 で は あ るが ， 1 歯埋伏 が 8割以 ヒを 占め て い た と

報告 して い る． 2 歯埋伏 の うち 両側性 に み られ た もの

は ，本調査 で は 51．1％ を 占め た が、永原 ら
2）は 61．5％，

藤岡 ら
15 〕は 68％ とさ ら に 高い 値を報告し て い る．

　上 顎 犬 歯 の 埋伏 が 高い 発 現 頻度 を 示 す 原因 と して 竹

下 ら
’1 ）

は，萌 出時期 が 他 の 永久歯 に 比較 し て 遅 い こ と，

そ の た め 萌出余地 が 不足 しが ち で あ る こ と ， また 歯 が

比 較的歯槽基 底 よ りの 深 い 位置 に あ る こ と，さ ら に 歯

の 全長が 大 き い た め 他の 歯，と くに 切歯 の 歯根 と交錯

す る 場合 が 多 い こ と な ど，そ の 他 の 諸要因が 種 々 重 な

り合 っ て埋 伏 犬歯と な る場合が 多い と報告 して い る．

下顎第二 小 臼歯の 埋伏が 高い 発現頻度 を示す 原因 と し

て は，上顎犬歯 の 場合 と同様 に ，こ れ らの 歯 が 最後萌

出歯 とな り， 萌出余地不足 が こ の 歯に集中して 生 じ る

た め と考 え られ る．

　本調査 で は，下顎側切歯，上下顎第 二 大臼歯 の 埋伏

は み られ な か っ た．また、 1 症例 に 見 ら れ た 多数歯埋

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Orthodontic Society

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Orthodontio 　Sooiety

190 　　日矯歯誌　56 （3）：185n ・192 ，1997

歯胚 の 異常

　 　 　 　 萌 出 余 地 不 足

他醴 灘 に よ OP 出 ves

骨 ・粘 膜 の 肥 厚

乳 歯 の 根 尖 病 巣

Follicular　cyst

Odontoma

外 傷

骨 性癒着

原因不明

0 10 　 　　 　 20 　　 　 　 30 　　 　　 40 　 　　 　 50

前 歯 あ る い は 臼 歯 の 全埋 伏 歯数 に 対す る 比 率 （％ ）

図 5　埋 伏 歯 の 原 因 別 頻度

60

経 過 観 察

原 因 除去 後

経 過 観察

開 窓 ・牽 引

開 窓 ・牽 引 後
移 動 が み られ ず

亜脱臼 ・抜歯

抜 歯

未 処 置

そ の 他

0 　 10 　　　　　　20 　　　　　　30 　　　　　 40 　　　　　　50

前 歯 あ る い は 臼 歯 の 全 埋 伏 歯 数 に対 す る 比 率 （％ ）

　　　 図 6　埋 伏歯の 処置別頻度

60

伏 に つ い て は，歯胚 の 異常 が 原因 と考えられ る上顎犬

歯 小 臼歯に わ た る 4歯 の 埋 伏症例で あ っ た ．

II．埋伏歯所有者 の 不正咬合

　本調 査 で は ，埋 伏歯所有者 に 空隙歯列 が 高頻度 で 発

現 し て お り，こ れ は永原 ら
2〕と同様 の 結果 で あ っ た．空

隙歯列 が 多 くみ られ た の は，埋伏歯 の 影響 に よ り隣接

歯 だ け で な く数歯 に わ た り 近 遠 心 側 に 空 隙 を 生 じ，空

隙歯列 を 形 成 し た もの と考 え られ る．
一

方，反 対咬合

患者 に お け る 埋伏 歯所有者 の 数 は 少 な く，永原 ら
2，も

同様 の 結果を示 した．し か し，亀 田 ら
16 ）は 反対咬合者 に

上 顎 中切歯 の 埋 伏 が 多 く，こ れ は上 顎劣成長 に よ る 反

対咬合 の 多い 日本 人 不正 咬合 の 特徴 で あ る と報告 し て

お り， こ の よ うな結果 の 不
一

致 に つ い て は，今後検討

すべ きで あ る と思 わ れ る．

　埋伏歯 に よ る 顎発育 の 影響が 示 唆さ れ て い る
2》が ，

本報告 で は，埋伏歯所有者 の骨格性分類 の 調査 を行 っ

た 結果，埋 伏歯所有者 と 全患者 と の 骨格性分類 の 分布

状態 に 有意差は み られ な か っ た．一
方 ， 埋伏歯に 隣接

す る歯 の 傾斜 は 高頻度 に 認 め ら れ た．し た が っ て ，埋

伏歯 は 骨格性 に 対 す る よ りむ し ろ ，隣接 す る 個 々 の 歯

に 及 ぼ す 影 響 が 大 きい こ とが 示 唆 さ れ た．

m ．上顎中切歯埋伏方向 と歯根彎曲度

　上 顎中切歯埋 伏方向 に つ い て ，上 顎 埋 伏中切歯 の う

ち 逆 生 ， 水平 埋 伏 を示 し た もの は ， 永原 ら
2）

， 亀田 ら
16 ）
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の 調査 と 同様，本調査 で も 64．4％ と高い 値で あ っ た ．
ま た ，上 顎中切歯 の 埋 伏状 態 が 近遠心的 に 水平位 を

と っ て い る症例 が 52 例中 2 例 に み られ た．

　上 顎 埋伏中切歯歯根彎曲度に っ い て ， 本調査 で は ，

亀 田 ら
16 ）の 調査 と同様 ，0〜30e の 軽度 の彎曲 を 示 す

もの が 56．3％ と 半数以上 を占 め，90°以上 の もの は 1

症例 （117度）の み で あ っ た．歯根 の 彎曲が 生 じ る原因

に つ い て，浜 崎ら
1η は歯槽骨 の 外縁 に 沿 っ て 埋 伏中切

歯 が 成長す る 以外 に発育場所が な い た め に，唇舌的彎

曲 を 生 じ る と報告 し て い る．しか し，亀田 ら
16 〕は，埋伏

正 中過剰歯に お い て，逆生 を示 す 症例で も埋 伏中切歯

の よ うな歯根 の 彎曲をあ ま り示 さ な い こ とや，唇側群

で か な り口 蓋平面 に 近 く唇舌的な発育場所 が 十分 に あ

る と思 わ れ る 症例 で も，か な りの 彎曲 を示 す症例 が あ

る こ と か ら，歯根形態 の 相違 な どが 関与 して い る 可能

性 が ある こ と を示 唆 して い る．本調 査で は順生埋伏 歯

に は 歯根彎曲は ほ と ん ど み られ ず，逆 生 埋 伏歯 に 高 い

彎 曲度 が み られ た ．

IV．埋 伏歯 の 原因 と処置

　 埋 伏歯 の 原 因 に つ い て は，従来，全 身的原因 あ る い

は ， 局所的原 因 に大別 し て報告 さ れ て い る
1・LZ ，．本調査

で は ，全身疾患や 遺伝 が 原 因 と な る症 例 は 除外 し た．

永原 ら
2＞
は ，埋伏歯 の 局所的原因 と して は萌出余地不

足 に よ る もの が多 く，犬歯 の 埋 伏原因 の な か で は最 も

多 い こ とを 報告 し て い る．井 上 ら
14 〕は，歯 の埋 伏 の 直接

の 原因 と して は 萌出余地不足 が あげ られ る が ，萌出余

地 が あ っ て も埋 伏 を起 こす 場合 や，萌出余地 が 不足 し

て も萌出 す る場合 の あ る こ と を考 えれ ば 決定的 な 原

因 は不明 で あ る こ とが多 い と報告 し て い る．また，高

見 ら
IS ）は，人類 の 進化 に 伴 う顎骨 の 退化が 埋伏歯 の 原

因 で あ る こ と を 示 唆 し て い る．

　本調査 に お い て 前歯部の 埋伏原因 に つ い て は，歯胚

の 形成 ・萌出方向異常 に よ る もの が 最 も多 くみ られ た

が ，高見 ら
1H ｝も報告 して い る よ う に ，歯胚 の 異常 が 生 じ

た 原因 を断定 す る こ と は 困難 で あっ た ．ま た，飯島ら
19 ）

は，前歯部 は 審美的 に 重要 な部位 で あ り，特 に 上顎犬

歯の よ う に 審美 的か つ 機能的咬合 の 確立 に 重 要 な 歯種

に つ い て は，抜歯は極力避 け ， 保存 に つ とめ る こ とが

大切 で あ る と 指摘 し て い る．こ れ らの こ と よ り，前歯

部 の 埋 伏 に お い て 全 体 の 59．1％ の 歯 に 対 し て 牽引，誘

導 を試 み た．

　埋 伏歯 を抜歯 す る か 否 か の判定基準 に つ い て ，

Holland20〕は 歯冠 の 移動軸 が 90 度以 上 の 場合 は 抜歯

す べ き で ある と し ， 平 田 ら
21 ）は 歯根 が 未完成 で あ る こ

と，歯根 に 過度 の 彎曲が な い こ と， 歯軸が 正常に植立

した場合 の 歯軸方向か らお よ そ 9  度以内 に あ る こ と

を あげて お り，歯根 の 彎曲度 が 60 度以上 の 場合 は 抜歯

す べ き で あ る と して い る．ま た ， 藪野 ら
ZZ 〕は，歯根彎曲

度 が 最大 87．8 度 の 埋伏中切歯 ま で 牽引・誘導 を行 っ た

と報告 して い る．本調査 で は，歯冠軸角，歯根彎曲度
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が
一

定の角度以 上 の症例に は抜歯を行 っ た とい う よ う

な 傾向 は 特に み ら れ な か っ た ．埋 伏歯 の 位置，歯根完

成度，隣接歯 と の 関係，arch 　length　discrepancy，そ

の 他種 々 の条件 を考え合わ せ た う え で 治療方針を判断

す べ き だ と考 え られ る．

　本 調査 で は，前歯部 の 埋伏 原 因 と し て follicular

cyst に よ る もの が 18．1％ に み ら れ，これ らの 症例 に 対

す る処 置 に つ い て は ， 嚢 胞摘出後 ， 埋 伏歯の 牽引，誘

導 を行 っ た．前歯部 の 埋伏 で は過剰歯 や 多数歯埋伏 に

よ る萌出障害 が 原因 と な っ て る場合 も多 く，本調査 で

は 8．8％ に み られ た．

　臼歯部 の 埋伏原因 と して，萌出余地不足 に よ る もの

が 59，2％を占めた，特 に，萌出順位 の 遅 い 第 二 小臼歯

の 埋 伏 が 多 い こ と よ り，arch 　length　discrepancyが 萌

出余地 不 足 に つ な が っ た と考え られ た 症例 に は，抜歯

を行 っ た ．ま た，歯 冠 軸 に 問題 が な く，乳歯 の 早期脱

落 に よ り生 じ た 萌出空隙 の 狭小化 が 埋 伏 の 原因 と 考 え

られ た 29．6％ の 症 例 は，萌出余地 獲得後，経 過 観 察 を

行 う こ と に よ り萌出が 可能 で あ っ た．

ま　 と　 め

　矯正 臨床 に お い て 経験 す る こ と の 多 い 埋伏歯 を伴 う

不正咬合患者 の 実態 を把握す る こ と を目的 と して ，昭

和 61年 1月 か ら平成 8年 1月 まで の 1  年間 に 徳島大

学歯学部 附 属病院矯 正 科を受 診 した 患者 2235名の う

ち，埋伏歯 と 診断 さ れ た患者 207 名 （全矯正患者数 の

9．3％＞269歯 に つ い て ，調査 を行 っ た ，

　 1．埋伏歯の部位別 発 現 頻度は，上 顎 前歯部で 高 く，

特に 犬歯 で 右側 18．2％，左側 17．0％で あっ た．下顎 で

は T 第二 小 臼歯 の 頻度 が 高 く右側 4．1％ 1 左側 6 ．2％ で

あ っ た ，

　 2．埋伏歯所有者の 歯数別分布 に つ い て は， 1歯埋

伏 が 74．4％ と 最 も多 くみ られ た．また，2 歯埋伏 の う

ち 約 50％ は 両側性 に み ら れ た ．

　 3．反 対咬合，空隙歯列 で は，埋伏歯所有者 と全患

者 と の 分布状態 に 有意差 が み られ た が T そ れ 以外 の 各

種不 正 咬合 お よ び 骨格性分類 に お い て 差 は み ら れ な

か っ た．し か し，埋 伏歯 に 隣接 す る歯 の 位置異常 は高

頻度 に認 め られ た．

　 4 ．上 顎 中切歯 の 埋 伏方向 は，逆生 が 64，4％，順 生

が 35．6％ を 占 め た．歯根彎 曲度 は，0°〜30’の も の が

56．3％ を占め た．

　 5 ．埋 伏歯 の 原因 と し て ，前歯部 で は 歯胚 の 形成 ・

萌出方向異常 に よ る もの が 39．2％を占 め，臼歯部で は

萌出余地不足 に よ る もの が 59，2％ を占め た ，

　 6．埋伏歯 の 処置 と して，前歯部 で は，開窓 ・牽引

を行 っ た症例 が 59．1％ と最 も多 か っ た．臼歯部 で は，

抜歯 を行 っ た 症例 が 42．9％ と最 も多 か っ た．
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